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(1) beginning and ending phases (談話の開始と終わり)






は ‘語り (storytelling)’ のような形で語るのに対し、アメリカ人グループ
は、論理的に一貫した理由の提示をする傾向がみられた。また、議論の仕
方であるが、日本人話者は “multiple accounting argumentation strategy”
を用い、あるときは反対の立場に賛同したりといった、どちらかというと
首尾一貫しない述べ方をするのに対し、アメリカ人グループは “single ac-
counting argumentation strategy” を用い、一つの立場に立って一貫して
述べるという傾向がみられた。これを Watanabe は、アメリカ人グルー
プの arguing frame は “exclusive” であるのに対し、日本人グループの



















アメリカ人グループトピック : “Many people say that, for Americans,














い、ええ’ ‘uh-huh, yeah’ など、発話自体に賛成や反対などの命題を含ま
ないもの (Iwasaki 1997による ‘non-lexical backchannel’) を対象とし、

















01 JF3: そこには言及してないの ?
02 JF4: 文字がさあ、[日本語はやっ… [とさ、で、
03 JF3: [うん
04 JM3: [あー
05 JF4: アルファベットじゃない＝ ＝フランス語やドイツ語
06 JF3: ＝うん＝
07 JF3: アルファベット覚えんのは苦労しなかったけど別に… {笑}
03で、JF4は、‘文字が違うから、やはり日本人にとって英語は難しいの




生起数 (回) 416 114
会話時間 (分) 48分 27分
頻度 (回 /分) 8.8 4.2
26 上田安希子
JF3の ‘うん’ というあいづち、さらにその直後の ‘(あ)とさ、で…’ と
言う発話に重ねてきた JM3の ‘あー’ という長いあいづちにより、発話
をそこで未完結のまま終わらせている。JF4は、‘文字が’ ‘日本語はやっ
















01 AM1: yeah {laugh} but he, he was saying that eh
02 that he was talking to that woman right? And She said that
to fully
03 to be able to fully comprehend a language or be able to say
that you are
04 totally fluent in a language, uh, the, the only way to be able
to safely
05 say that was to have read all the major novels
06 of that language =
07 AF2: = uh hum
日本人はどのように意見を述べるのか 27
08 AM1: and he said um you know she, she, she was, she, she, he said,
09 well if I had, if that he said that if I had to do that it would
take me
10 like five years and maybe I’ll do it and she said oh, I did it
one
11 well, her language was Spanish and you know with the
original alphabet
12 and all that so it was very easy for her to do that


































01 JM6: ドイツ語と英語だって フランス語は [フランス語は
02 JM5: 語源一緒 [だもんな [フランス語は
03 JF5: [そうですよね
04 JM6: フランス語は 単語は
05 JM5: [違うけど ラテン語で [違うけど 単語は




‘フランス語は’ と繰り返して後半の ‘違うけど’ を加えている。さらにま













01 JM1: でなんかジュディオングが 20ヶ国語しゃべれるとかいってさ
02 JF1: まそれはー
03 JF2: あー
04 JM1: あの 20ヶ国語のうち何ヶ国語までがその
05 JF1: 北京語 [とか




き継ぐ形で ‘北京語とか’ (05)と発話し、さらに JF2は ‘はいはい’ と
まるで、言いたいことはわかる、と言わんばかりに ‘＊＊語とか’ と続け
ている。そして、注目すべきはこの二人の発話の引き取りを受けて、この
発言を切り出した JM1が ‘そうだよ’ と再度反応している(そしてこの
‘そうだよ’ は JF2の 06の ‘＊＊語とか’ とオーバーラップしている)こ
とである。ここでも、04 → 05 → 06と発話されたことだけでは、内容と
して不完全であるが、‘あの 20ヶ国語のうち何ヶ国語までが北京語とか＊

















け ? 誰だっけ ?’ と茶化したニックネームを探していると、AM2が “Oh,
Mr. Personality?” と発話を引き継いでいる場面である。
(例 5)
01 AM1: a {laugh} n yeah, I I mean it was like that guy that
talked to us
02 that first day
03 Mr. Boredom? or Mr. [Wonderful or . . . = yeah, Mr.
[Personality, yeah
04 AM2: [Oh, Mr. Personality? =
[Mr. Personality
この AM2は、AM1が思い出せず言葉を探しているところに、思い出し











































いる。その一つが濱口 (1982)による ‘間人主義’ である。それは、濱口





るものであろう。まず ‘どこに行こうか’ と発話している時に 3人は
各々に明確な A、B あるいは C という目的地の候補を持っていない


































































JM 日本人男性 = ラッチング
JF 日本人女性 {笑} 笑い
AM アメリカ人男性 ? 上昇イントネーション
AF アメリカ人女性 ＊ 聞き取れない発音
[ オーバーラップ
日本語 : 1996年 5月、東京近郊の大学内の教室にて収集。
参与者はいずれも大学院生。お互い顔見知りか友人。







会話には米語会話に比べてはるかに多くの ‘繰り返し’ (相手の発話をそのまま、  或
いは、部分的に繰り返す行為)がみられ、それは米語に比べてはるかに ‘即行・密
着的’ におこり、‘二者が協働して互いの距離を縮め、会話の ‘場’ を盛り上げな
がら、同調に向かっていく過程’ (同上 : 36)がそこに現れていると分析している。
引用文献
Gumperz, J. J 1982 Discourse strategies. New York: Cambridge University Presss.
Goffman, E 1986 Frame analysis: An essay on the organization of experience.
Northeastern University Press (de.) Reprint. Boston: northeastern University
Press.
濱口恵俊 1982 “間人主義の社会日本” 東京 : 東洋経済新報社
井出祥子 2006 “わきまえの語用論” 東京 : 大修館書店
Kita, Sotaro and Sachiko Ide 2007 Nodding, aizuchi, and final particles in Japanese
conversation: How conversation reflects the ideology of communication and
social relationships. Journal of pragmatics 39. 1242–1254
Maynard, Senko K 1986 On back-channel behavior in Japanese and English
conversation. Linguistics 24. 1079–1108
——. 1989 Japanese conversation: self-contextualization throughout strcture and interactional
management. Norwood, NJ.: Ablex Pub.
水谷信子 1993 ‘‘共話’ から ‘対話’ へ’ “日本語学” 第 12号．4–10
落合るみ子・植野貴志子・野村佑子 2006 ‘日本語会話における同調促進装置とし
てのあいづち、繰り返し、テイクオーバー : 米語会話との比較から’ “日本女子
大学大学院文学研究科紀要” 第 12号．29–41
Tannen, Deborah 1993 Framing in discourse. New York: Oxford University Press.
36 上田安希子
Watanabe, Suwako 1993 “Cultural Differences in Framing: American and Japanese
Group Discussions.” Framing in discourse, ed. by DeborahTannen, 176–209. New
York: Oxford University Press.
